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  平成 30 年 6 月 6 日 

 

福生市議会議長 杉山行男様 

                        まちの魅力づくり対策特別委員会 

委員長  末 次 和 夫 

 

 

平成 30 年度 福生市議会まちの魅力づくり対策特別委員会視察報告書 

 

 

本委員会は、平成 30 年度行政視察を次の通り実施しましたので、報告いたします。 

 

1 視察日程 

   平成 30 年 5 月 10 日（木）～11 日（金） 

 

2 視察先及び目的 

 （1）滋賀県米原市 

    自転車による観光対策及び道の駅等の観光資源・拠点を活用した回遊ルート 

 について 

 （2）滋賀県守山市 

    自転車を中心としたまちづくり及び古民家の活用について 

 

3 視察参加者 

    委 員 長     末次 和夫 

    副委員長     池田 公三 

    委  員    幡垣 正生 

    委  員    武藤 政義 

    委  員    清水 義朋 

    委  員    青木  健 

    委  員    三原 智子 

       委  員   田村 昌巳 

    委  員   原田  剛 

    議  長   杉山 行男 

    随  行   高橋 直志（議会事務局） 
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滋賀県米原市 視察  【5月 10 日】 

 1. 市の概要（平成 30 年 4 月 1 日現在） 

    (1) 面 積   250.39 ㎢ 

(2) 人 口    39,486 人 

(3) 世帯数    14,372 世帯 

(4) 概 要 

滋賀県東北部地域の中心に位置し、 

その周囲を伊吹、鈴鹿、比叡、比良 

当の山並みに囲まれ、森林が総面積 

の 63％（158.04 ㎢）を占めており、 

市内を流れる姉川や天野川は琵琶湖 

に注ぎ、水と緑豊かな地域ある。 

平成 17 年 2 月に坂田郡山東町、 

坂田郡伊吹町、坂田郡米原町が合併 

し、米原市が誕生した。その後同年 

10 月に坂田郡近江町が合併し、新た 

な米原市（旧坂田郡）となった。米 

原市は古くから北国街道や中山道の 

宿場町として栄え、現在では、国道 

8 号と国道 21 号、名神高速道路と北 

陸自動車道の分岐点、結節点の地と 

なっている。また、鉄道においても 

滋賀県で唯一、東海道新幹線の駅が 

あり、関西圏、中京圏へのアクセス 

の良いところである。 

 

   2. 視察概要 

  （1）視察地選定の理由 

       本市の西端には多摩川が流れ、川沿いには都心に通じるサイクリストに人気の

高いサイクリングロードがある。当委員会においては、新たな観光資源の創出と

して、多摩川沿い近くに「サイクルカフェ」若しくは「サイクルステーション」

の設置。また、本市の片倉跡地が未だ未活用の状態であることから、サイクルラ

ック設備のある「道の駅」の活用の可能性を調査研究するため、参考となる両施

設のある米原市を視察選定した。 

 



3 
 

（2）現地視察先 

① 米原駅サイクルステーション 

② 道の駅 「伊吹の里」 

 ＊米原市山東庁舎にも訪れ、地域振興部の担当職員より、「米原市の自転車に 

よる観光対策等」の説明を受け、その後、質疑を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真】米原駅サイクルステーション 

【写真】道の駅「伊吹の里」 

【写真】米原市山東庁舎での担当者による説明及び質疑 
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 (3) 調査事項 

① ジャパンエコトラック認定ルートについて 

ア ジャパンエコトラックについて 

・トレッキング、カヌー、自転車といった人力による移動手段で、日本各地

の豊かで、多様な自然を体感し、地域の自然や文化、人々との交流を楽し

みながら旅をする。モンベル（アウトドア用品会社）が提唱するが新しい

旅のスタイルで 2015 年から認定制度が始まる。 
 

イ 米原市のびわ湖・伊吹山ルート（水辺の暮らしと戦国の記憶にふれる旅） 

       について 

・平成 27 年に第 5 号ルートとして、全国で初めて市単独での認定を受けた。 

・コンセプトは、無理なく自分らしく、自分のペースで自転車を楽しむ米原

市のＭとサイクリングのＣを掛け合わせた造語マイクリング。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【画像】マイクリング ガイドブック 

【画像】ジャパンエコトラック 認定ルート 



5 
 

② 自転車による観光対策の概要について 

ア 米原市の観光対策の取り組み 

・サイクル・ツーリズムの人気の高まりを活用した観光資源の磨き上げや広

域連携による歴史を活用した観光推進等による交流人口の拡大を目指す。 
 

イ サイクリングによる体験型市内観光について 

・「ビワイチ（琵琶湖周遊）」や「ジャパンエ 

 コトラック」の魅力発信のため、自然観光 

プロモーション動画（多言語）の制作、Ｗ 

ＥＢ・紙媒体等による情報の発信。 

      ・市内を周遊するサイクリングイベント 

（グルメライド）の企画 

      ・市内内陸部へ誘導する新たなルートづくり 

と環境の整備。 

 ・市民との共存の観点から、サイクリストの 

マナーやルール遵守の浸透を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【画像】サイクリストのマナーやルール厳守の浸透 

【画像】市内を周遊する

サイクルイベントの企画 



6 
 

③ 拠点と拠点をつなげる仕掛けについて 

・既存の観光資源の魅力のレベルアップ（特産品、グルメ等）及びルートの

環境整備。 

 

④ 拠点としての「サイクルステーション」の役割及び運営形態について 

ア 米原駅サイクルステーションについて 

＜事業開始に至るまでの経過について＞ 

・米原駅の利用促進の一環として、サイクリングの琵琶湖周遊（ビワイチ）

の拠点、駅直結のレンタサイクルのステーションとして、駅構内市道スペ

ースに平成 28 年 10 月よりＮＰＯ法人「五環生活」に委託し、営業開始。 

・事業の設備資金は、滋賀県と市が国の補助金を活用し、計 800 万円で整備

や内外の倉庫や事務所、シャワー室、レンタサイクルの車両・備品。広報

費用は、ＮＰＯ法人「五環生活」が支出（負担）。 
 

＜営業内容、状況について＞ 

・市からの運営における補助等はなく、駅構内市道スペースの無償貸与のみ

で、レンタサイクル事業収益で運営。 

・現在、4 名のスタッフで営業し、営業期間は 2 月中旬～12 月中旬迄で、営

業時間は 9時～17 時迄。 

・レンタサイクルは、110 台所有し、年間貸出台数は 2,254 台。 

・大きな収益は出ていないが、貸出台数は堅調に推移している。 

・運営に関しては現時点では大きな問題はない。、 
     

＜利用者等について＞ 

・関西方面の利用者が多い。 

・利用者の大半が 1泊 2日で「ビワイチ（琵琶湖周遊）」をしている。 

・貸出台数が一番多い時期はゴールデンウイーク。 

・シャワー施設の利用者は少ない。 

・外国人利用者は台湾の方が多い。 

・近江鉄道は自転車の乗り入れを認めている。 
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＜利用料金＞ 

 利用日数 ロードバイク クロスバイク 

平日お急ぎプラン １日 ￥4,500 ￥3,500 

平日お得プラン ２日 ￥6,500 ￥5,500 

平日満喫プラン ３日 ￥7,500 ￥6,500 

土日祝お急ぎプラン １日 ￥5,500 ￥4,500 

土日祝レギュラープラン ２日 ￥7,500 ￥6,500 

土日祝ゆったりプラン ３日 ￥9,500 ￥8,500 

 

⑤ 拠点としての「道の駅」の役割及び運営形態について 

＜道の駅「伊吹の里」について＞ 

・平成 17 年に、有限会社「伊吹・旬彩」が指定管理者として、伊吹山の麓近

くにオープン。 

・国道には面しておらず、敷地面積―約 2,900 ㎡、 

建築面積―2 階建て約 980 ㎡ 

・建築費は、市が林野庁から 2 億の補助を受け、充当。 

・有限会社「伊吹・旬彩」は、指定管理料はなく自主運営をしており、直近

の年商は約 2 億強。 

・主な売り上げとしては、地元生産者直売の旬の野菜や加工食品、お弁当や

総菜、焼き立てパンやスイーツの販売、メニュー豊富なお食事処「穂波」

など。また，2 階では予約制で、草木染、炭盆栽、こけ玉、そば打ち、ラベ

ンダ―スティック、日傘作りなどの体験教室が行われている。 

・現在、米原市の最大の人気観光スポット。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真】道の駅「伊吹の里」に設置されているサイクルラック 
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⑥ 広域連携について 

・「ビワイチ」以外に、歴史を活用した観光推進の観点から、例えば、「石田

光成と戦国ゆかりの地ルート」は、長浜市、彦根市、岐阜県関ケ原町を含

む広域的なルートであり、さらなる連携の強化が必要。 

 

⑦ 課題について 

・米原市は米原駅にサイクルステーションがあり、現時点では「ビワイチ」

の出発点、通過点、ゴール地点となっており、「ビワイチ」の恩恵をあまり

受けていない。今後いかに「ビワイチ」の中で、サイクリストを内陸部を

含め市内に誘導し、滞留時間を高め経済効果に結び付けるか。 

・観光資源を高め、市内ルートの環境整備やサイクリストの受け入れ態勢（宿

泊等）の強化。 

 

   3. 視察所感 

視察前は、本市においてサイクルカフェ、サイクルステーションを開設するので

あれば、多摩川沿いの南公園か中央公園内、若しくは近辺が適当かと思っていたが、

米原市では市内になかなかサイクリストが入って来ない状況をみると、市内中央部

近くの場所も選択肢の一つではと考える。 

また、視察した「道の駅・伊吹の里」は、要件の一つである国道沿いではなく、

スペースも狭く、伊吹山近くということを除けば、条件的にはあまり良いとは言え

ない。しかし、経営努力により、現在米原市の最大の観光スポットになっている。 

本市の近隣では、三多摩で唯一の「道の駅」が八王子市にある。「伊吹の里」同様

国道沿いではないが、多くの人が立ちより毎日賑わっている。 

本市において長らく未活用状態にある片倉跡地も国道沿いではなく、土地の問題

など様々な障害もあるが、面積は「伊吹の里の４倍近く有り、観光資源として熊川

分水を生かし、サイクルステーションの併設や魅力ある品揃え、魅力ある施設にす

れば、十分採算ベースに乗り、雇用や経済効果の面でも、また、地場産業の育成の

面でもプラスになるのではと考える。今後、当委員会において、「道の駅」の可能性

について、しっかりと協議していきたい。 
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 滋賀県守山市 視察【5月１１日】 

   1. 市の概要（平成 30 年 4 月 1 日現在） 

    （1）面 積    55.74 ㎡ （内、市街化調整区域 33.65 ㎢） 

    （2）人 口    82,769 人 

    （3）世帯数    31,725 世帯 

    （4）概 要 

滋賀県南西部に位置し、縄文、弥生時代の古代遺跡も多く、江戸時代には、

米原市同様、中山道代表する宿場町として栄え、明治以降は農業地域として、

その後は、化学、機械、繊維など近代工場の誘致により、次第に工業都市化が

進んだ。近年は京都、大阪のベットタウンとして高い人口増加率を保持してい

る。2010 年には、「住みよさ」ランキング（東洋経済）で、近畿ブロックでは 1

位を獲得、全国総合ランキングでも 10 位となり、その後も近畿圏で、「住みよ

さ」ランキングの上位を維持している。 

また、守山市は本市同様昭和 45 年に市制を施行し、それ以降、登別市を含む

3 市は、四五都市連絡協議会を設立し交流を深め、平成 28 年 8 月には、本市に

おいて、3 市による友好交流都市協定を締結し、災害時における協力や職員の交

換派遣、児童・生徒のスポーツ交流など、幅広い分野で絆を深めている。 
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 2. 視察概要 

 （1）視察地選定の理由 

本市には、平成 26 年に市の保有となり、その後、主屋と二棟の土蔵が国の有形

文化財（建築物）に登録された 116 年の歴史のある旧田村家、屋号・ヤマジュウ

の古民家がある。当委員会では、福生駅から酒蔵に通じる和の文化の結節点とし

て、また、軽い飲食ができる「お休み処」の必要性について協議するなか、旧ヤ

マジュウの古民家の活用が焦点となった。 

守山市には、旧「うの家」の古民家があり、現在、「お食事処」や「カフェ」と

しても活用をしている。また、米原市同様、守山市は琵琶湖周遊サイクリング（ビ

ワイチ）の加盟市であり、湖畔には最新のサイクルステーションもあることから、

視察地に選定した。 

 

（2）現地視察先 

① サイクルサポートステーション（琵琶湖マリオットホテル）及び周辺 

② 古民家（うの家） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

【写真】サイクルサポートステーション 及び 琵琶湖サイクリストの聖地碑 

【写真】古民家（うの家） 
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    （3）調査事項 

1. 自転車を中心としたまちづくりについて 

① 自転車を中心としたまちづくりの概要について 

「環境」、「健康」、「生きがい」、「友情」を与えてくれる自転車新文化の普

及、拡大をコンセプトに、サイクリストの聖地「しまなみ」の成功例を徹底

研究し、「ビワイチ起点のまち守山市」をキーワードに、自転車を軸とした

観光振興とまちづくり。施策として 

ア 自転車購入補助制度の導入（平成 28 年度から） 

イ 走行環境の整備や案内表示の充実（市内及び滋賀県） 

ウ ビワイチだけでなく、内陸部へのサイクリストの誘導 

エ 今後の施策として 

・自治体間及び民間企業との連携の強化 

・広域連携によるインバンド誘致 

・ＩＣＴを活用したビワイチ環境整備 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【画像】自転車購入補助制度について（視察資料より） 
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② 回遊ルートの整備について 

 ア 広域の回遊ルートについて 

守山市の琵琶湖サイクリストの聖地碑を基点に、リピート率向上を目的

に、プロサイクリスト監修のもと、平成 29 年に 6 コースを新たに選定。 

・守山～近江八幡～彦根ルート 

・守山～旧東海道～水口,土山ルート 

・守山～琵琶湖大橋～朽木,高島ルート 

・守山～東近江～日野ルート 

・守山～瀬田,信楽,草津ルート 

・京都山科,小関越え～守山ルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 守山市内ルートについて 

平成 29 年にビワイチから市内及び内陸部へのサイクリストの周遊に 

つなげるため、サイクリングルートを国直轄により整備し、その後 4 

種類の市内周遊コースマップを制作。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【画像】 
防水加工のポケット 
サイズのパンフレット 

【画像】回遊ルート（守山～近江八幡～彦根ルート） 

【写真】市内周遊コースマップ（守山商工会議所 HP より） 
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③施設設備につて（サイクルステーション、サイクルラック等） 

 ア サイクルステーション 

・平成 28 年に全国 3 店舗目のレンタサイクルを実施するジャイアント 

ストアの誘致に成功。 

                ・同店舗を守山市におけるサイクル サポート ステーションと位置づけ、 

店舗内には市情報発信拠点となるようテレビモニターやパンフレット 

ラックを設置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ サイクルラック 

   滋賀県産ひのきの間伐材を使用したラックを市内コンビニ、観光施設、 

自治会館等と連携し、市内 15 ヶ所に設置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【写真】サイクルラック 左上（琵琶湖マリオットホテル） 右上（市内店舗） 
左下（琵琶湖周辺）        右下（うの家） 

【写真】守山市オリジナル商品（MORIYAMA COLLECTION）等 
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④広域連携について 

ア 今治市との連携協定 

・平成 29 年 3 月に愛媛県今治市とサイクリストの相互交流や自転車文

化拡大に向けた相互ＰＲを主な内容とした「自転車を活用したまちづ

くり交流協定」を締結し、国内の自転車イベントにおける共同ブース

出展等を展開。 

・平成 29 年 5 月に今治市は沖縄県名護市と同内容の協定を締結。 

        イ ビジットジャパン事業（広域連携事業） 

・愛媛県、今治市、尾道市、名護市、守山市の 5 自治体連携により、「沖

縄」「しまなみ」「ビワイチ」をつなぐサイクリングのゴールデンルー

トを海外に発信するため、平成 30 年 3 月に動画制作及び情報拡大事

業について、今後協議を進めることを決定。 

 

             ⑤民間活力の導入について 

・ＮＴＴ西日本のスマホアプリ（いまどこ＋）を使用し、ビワイチのチ

ェックポイントとなる施設や企業と連携し、サイクリストのスタンプ

ラリーイベントを展開。 

・サイクリストに向けた飲食、観光、宿泊施設など民間企業との連携。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥課題について 

・守山市内への誘導や市内での消費喚起。 

・県内全域の道路走行環境整備とおもてなしの環境づくり。 

・市民生活における自転車利用の更なる促進。 

   

【画像】NTT 西日本のスマホアプリを使用したイベント 
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2. 古民家の活用について 

①「古民家（うの家）」の整備、管理及び運営について 

        ・江戸後期から明治初期に建てられた守山名誉市民の故宇野宗佑元内閣 

総理大臣の生家を市が購入し、平成 22 年～23 年かけて，総額約 2 億 7 

千万円で用地等の取得や改修工事を行い、平成 24 年 1 月に開館。 

        ・敷地面積 1,092.83 ㎡ 建築面積 491.45 ㎡ 延床面積 611.32 ㎡ 

        ・主屋和室はレストラン「咲蔵」、文庫蔵は友禅染の人間国宝、守山市名誉 

市民の故森口華弘氏の展示室として、もとの応接室は宇野宗佑氏の展示 

場として、東蔵は和カフェ「忍ぶ庵」や市民ギャラリーとして、南蔵は 

市民活動スペースとしてなど多目的な活用がされている。 

        ・管理者は、中心市街地活性化のために設立したまちづくり会社「株式会 

社みらいもりやま 21」が非公募で指定管理者（Ｈ27 年～Ｈ31 年）とな 

る。委託費は年間 1,650 万円。（債務負担は計 8,250 万円） 

        ・レストラン「咲蔵」と和カフェ「忍ぶ庵」は、市が普通財産として、「株 

式会社みらいもりやま 21」に年間 468,001 円で貸与 

        ・来館数は年々伸びており、平成 29 年度の累計来館数は 181,687 人。 

       ②拠点としての「古民家（うの家）」の役割について 

 ・今に残る中山道守山宿の拠点として、まち屋を代表する風格ある歴史的 

建築物として、情報発信や円滑なコミュニケーションのための憩いの場 

として保存。 

 

③課題について 

   ・古民家ゆえに、利用しながら、保存する難しさ。 

   （例えば、白あり、台風等による破損、漆喰の落下など） 

  ・賑い創出の拠点施設であるため、近隣者の理解、協力のための調整。 

 

 

 

 

 

 

 

 【写真】南蔵（担当者による説明）、東蔵（貸室 市民利用） 
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  3. 視察所感 

守山市は、米原市同様、「びわいち」、琵琶湖周遊というバックグランドがあり、

サイクリング環境が整っている。そして、なによりも「自転車を中心にしたまちづ

くり」への思いが、本気度が施策を通しても感じられた。 

本市におけるサイクルカフェやサイクルステーションは、前述した「道の駅」と

の併設であれば大きな成果が考えられるが、単独の施設の場合、費用対効果等をし

っかり調査研究しなければならないと考える。 

また、古民家「うの家」については、レストランやカフェの運営も順調で、その

他のスペースも多目的な活用ができており、古民家活用の成功例だと感じた。 

本市における古民家旧「ヤマジュウ」は、「うの家」と違い「登録有形文化財」に

なっているが、緩やかな制限の文化財で、カフェのスペース確保も可能であること

から、「和」の観光ルートの「お休み処」としての活用についても、当委員会で協議

していくテーマと考える。 


